
同
発
表
大
会

は
、
九
州
林
政

連
絡
協
議
会
が

主
催
し
昨
年
か

ら
は
「
九
州
森

林
（
も
り
）
の

日
」
の
一
環
と

し
て
、
森
林
・

林
業
関
係
者
な

ど
が
、
日
頃
取

り
組
ん
で
い
る

林
業
技
術
や
流

域
管
理
な
ど
の

成
果
を
発
表
し
、

技
術
の
交
流
や

情
報
交
換
を
行

い
流
域
の
森
林
・

林
業
の
活
性
化

を
図
る
目
的
で

開
い
て
い
る
も

の
で
、
今
回
で

15
回
目
を
迎
え
ま

す
。は

じ
め
に
、
同

協
議
会
会
長
の
沖

修
司
九
州
森
林
管

理
局
長
が
「
九
州

の
森
林
と
り
わ
け

人
工
林
は
、
大
変

充
実
し
て
き
て
お

り
、
全
国
的
に
も

リ
ー
ダ
ー
的
存
在

に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た

中
、
私
た
ち
は
『
九
州
か
ら
林
業
を

ど
う
再
生
す
る
か
』
を
課
題
に
、
民
・

国
が
連
携
し
て
取
り
組
み
一
定
の
成

果
を
上
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
日
の

発
表
大
会
を
契
機
に
、
九
州
の
林
業

が
さ
ら
に
発
展
す
る
よ
う
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
高
校
生
５
課
題
、
国
有

林
５
課
題
、
民
有
林
10
課
題
、
民
・

国
共
同
２
課
題
を
２
日
間
に
わ
た
り

発
表
し
ま
し
た
。

特
に
今
年
は
、
高
校
の
部
に
お
い

て
佐
賀
県
立
伊
万
里
農
林
高
校
が
初

参
加
。
ま
た
、
民
有
林
の
部
に
お
い

て
は
、
業
界
か
ら
２
社
が
経
営
現
場

第
一
線
の
取
組
事
例
を
発
表
す
る
な

ど
、
幅
広
い
分
野
で
の
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
特
別
講
演
が
行
わ
れ
、

宮
崎
大
学
農
学
部
地
域
農
業
シ
ス
テ

ム
科
の
藤
掛
一
郎
教
授
が
「
九
州
林

業
の
成
長
と
展
望
」
と
題
し
て
、
ま

た
、
熊
本
大
学
教
育
学
部
技
術
科
教

育
分
の
野
田
口
浩
継
准
教
授
が
「
熊

本
県
に
お
け
る
木
育
推
進
の
現
状
と

課
題
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
特
別
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
審
査
委
員
長
の
独
立
行

政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
九
州
支
所

中
村
松
三
支
所
長
が
、
講
評
を
行
っ

た
後
、
九
州
林
政
連
絡
協
議
会
長
賞

（
最
優
秀
賞
１
課
題
、
優
秀
賞
４
課

題
）
日
本
森
林
技
術
協
会
理
事
長
賞

１
課
題
が
表
彰
さ
れ
、
２
日
間
の
発

表
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

（
担
当
＝
指
導
普
及
課
）
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平成21年12月10日

No １６５６

(２００９年)

11
月
11
・
12
日
の
両
日
、
当
局
大
会
議
室
に
お
い
て
平
成
21
年
度
「
森
林
の

流
域
管
理
シ
ス
テ
ム
推
進
発
表
大
会
」
が
開
か
れ
、
九
州
・
沖
縄
各
県
の
森
林
・

林
業
関
係
者
や
当
局
・
署
の
職
員
に
熊
本
県
や
佐
賀
県
の
森
林
・
林
業
を
学
ぶ

高
校
生
な
ど
２
０
０
人
が
参
加
。
地
域
や
職
場
、
学
校
で
取
り
組
ん
だ
森
林
・

林
業
技
術
の
開
発
や
普
及
事
例
な
ど
22
課
題
（
一
般
の
部
17
課
題
、
高
校
の
部

５
課
題
）
を
発
表
し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
一
般
の
部
６
課
題
と
高
校
の
部

２
課
題
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
２
面
に
関
連
記
事
）

一般の部１７課題・高校生の部５課題を発表＝九州森林管理局

宮崎大学農学部

地域農業システム科

藤掛 一郎 教授

熊本大学教育学部

技術科教育分野

田口 浩継 准教授



平
成
21
年
度
森
林
の
流
域
管
理
シ

ス
テ
ム
推
進
発
表
大
会
の
各
賞
入
賞

課
題
と
発
表
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

最
優
秀
賞

○
鹿
児
島
県
川
薩
地
区
に
お
け
る
た

け
の
こ
の
生
産
振
興
に
つ
い
て

～
生
産
者
の
高
齢
化
等
に
対
応
し

た
取
組
～

鹿
児
島
県
北
薩
地
域
振
興
局

農
林
水
産
部
林
務
課

前
迫

俊
一

優
秀
賞

○
崩
れ
に
く
い
低
コ
ス
ト
路
網
の
取

組
に
つ
い
て

熊
本
南
部
森
林
管
理
署

木
倉

浩
二

草
野

誠

○
低
コ
ス
ト
路
網
に
お
け
る
列
状
間

伐
に
つ
い
て

大
隅
素
材
生
産
事
業
協
同
組
合

山
生
産
業
株
式
会
社

吉
重

英
生

○
南
の
小
さ
な
島
で
の
木
材
の
安
定

的
収
穫
へ
の
取
り
組
み

沖
縄
県
八
重
山
農
林
水
産
振
興

セ
ン
タ
ー

農
林
水
産
整
備
課

眞
鍋

智
子

○
伐
採
搬
出
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

と
普
及

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
む
か
維
森
の
会

松
岡

明
彦

○
コ
ス
ト
１
／
２
を
目
指
し
た
誘
導

伐
シ
ス
テ
ム
（
帯
状
伐
採
に
よ
る

複
層
林
施
業
）
の
開
発

森
林
技
術
セ
ン
タ
ー

釜

稔

桑
俣

佳
昇

○
世
界
に
誇
る
阿
蘇
の
カ
ル
デ
ラ
！

～
眠
れ
る
阿
蘇
の
魅
力
発
掘
を
め

ざ
し
て
～

「
阿
蘇
の
湧
水
を
利

用
し
た
ワ
サ
ビ
栽
培
の
研
究
」

熊
本
県
立
阿
蘇
清
峰
高
等
学
校

林
業
・
農
業
土
木
科

深
山

卓
実

阿
部

拓
海

荒
牧

健
司

牧
野

俊
暉

○
貴
重
な
塩
性
植
物
を
守
ろ
う

～
塩
性
植
物
の
保
護
活
動
と
地
域

の
環
境
～

佐
賀
県
立
伊
万
里
農
林
高
等
学

校
森
林
工
学
科岡

本

竣

前
田

将
史

黒
川

亮

橋
口

寛
史

奈
良
﨑
圭
則

脇
山

雄
気

（
担
当
＝
指
導
普
及
課
）
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九
州
林
政
連
絡
協
議
会
長
賞

日
本
林
業
技
術
協
会
理
事
長
賞

高
校
生
の
部

九
州
森
林
管
理
局
長
賞

九州森林管理局長賞

（上）熊本県立阿蘇清峰高等学校

（下）佐賀県立伊万里農林高等学校

（
上
）
九
州
林
政
連
絡
協
議
会
会
長
賞
・
最
優
秀
賞
受
賞
の
前
迫
俊
一
さ
ん

（
下
）
日
本
林
業
技
術
協
会
理
事
長
賞
の
釜
稔
さ
ん
と
桑
俣
佳
昇
さ
ん

【
宮
崎
北
部
森
林
管
理
署
】
森
林

環
境
教
育
の
取
り
組
み
と
し
て
、
延

岡
市
立
緑
ヶ
丘
小
学
校
5
年
生
70
人

を
対
象
に
「
お
届
け
講
座
」
を
実
施
。

森
林
の
役
割
や
働
き
、
間
伐
の
必
要

性
な
ど
を
学
習
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

近
く
の
海
岸
林
ま
で
移
動
し
、
保
安

林
の
役
割
や
樹
木
の
名
前
、
特
徴
に

つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
緑
ヶ
丘
小

学
校
で
は
、
校
庭
の
樹
木
名
を
覚
え

よ
う
と
、
昨
年
度
か
ら
樹
名
板
を
児

童
た
ち
で
設
置
し
て
い
ま
す
。
森
林

･

自
然
環
境
に
対
し
積
極
的
に
学
習

し
よ
う
と
す
る
子
供
た
ち
の
姿
が
印

象
的
で
し
た
。

樹木の特徴について学ぶ児童＝宮崎北部



【
大
分
森
林
管
理
署
】
く
じ
ゅ
う

連
山
最
高
峰
の
「
中
岳
」
直
下
に
あ

る
避
難
小
屋
（
昭
和
６
年
建
立
）
は
、

屋
根
が
崩
落
す
る
危
険
が
あ
る
た
め

平
成
18
年
か
ら
立
入
禁
止
と
し
て
い

ま
し
た
。
各
方
面
か
ら
の
要
請
で
、

今
年
度
補
修
工
事
を
実
施
。
こ
の
度
、

完
成
を
記
念
し
て
環
境
省
や
竹
田
市

な
ど
関
係
者
出
席
の
も
と
落
成
式
を

行
い
ま
し
た
。
地
元
テ
レ
ビ
局
や
新

聞
社
も
取
材
に
か
け
つ
け
る
中
、
神

事
を
実
施
。
最
後
に
登
山
者
を
代
表

し
て
山
岳
連
盟
会
長
の
万
歳
三
唱
で

式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

【
鹿
児
島
森
林
管
理
署
】
九
州
森

林
の
日
「
美
し
い
森
林
づ
く
り
ｉ
ｎ

か
ご
し
ま
」
の
植
樹
祭
を
鹿
児
島
県
、

九
州
森
林
管
理
局
、
当
署
の
共
催
で

実
施
。
約
４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
来
賓
に
よ
る
記
念
植
樹
の
後
、

参
加
者
は
職
員
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。
終
了
後
は
、

豚
汁
と
お
に
ぎ
り
が
振
る
舞
わ
れ
楽

し
い
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

【
西
都
児
湯
森
林
管
理
署
】
平
成

17
年
度
に
締
結
し
た｢

高
鍋･

新
富
海

岸
林
等
森
林
整
備
協
定
」
の
一
環
行

事
と
し
て
、
高
鍋
町
蚊
口
浦
国
有
林

で
、
地
域
住
民
な
ど
約
70
人
が
参
加

し
海
岸
林
の
一
斉
清
掃
を
実
施
。
一

帯
の
海
岸
林
は
、
潮
害
防
備
な
ど
の

保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
地
域

住
民
の
癒
し
の
場
と
な
る
な
ど
多
様

な
機
能
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
集
め

た
ゴ
ミ
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
２
台
に
登
り
、

参
加
者
か
ら
は
、
利
用
者
の
マ
ナ
ー

の
向
上
を
望
む
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

【
大
分
西
部
森
林
管
理
署
】
木
の

良
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
20
年
程

前
か
ら
市
内
の
幼
稚
園
に
ク
リ
ス
マ

ス
用
の
モ
ミ
の
木
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
３
つ
の
幼
稚
園
に
提
供
。

フ
レ
ー
ベ
ル
三
芳
幼
稚
園
で
は
、
園

児
ら
が
手
作
り
の
帽
子
を
か
ぶ
り
、

届
け
た
モ
ミ
の
木
に
飾
り
付
け
を
行

い
ま
し
た
。
「
す
て
き
な
モ
ミ
の
木

を
あ
り
が
と
う
」
と
園
児
か
ら
感
謝

状
と
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
の
歌
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
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朝
に
夕
に
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
の

鳴
き
声
が
飛
び
交
い
、
海
・
山
・
川

の
自
然
に
抱
か
れ
た
本
校
は
、
児
童

数
13
人
の
小
規
模
・
複
式
の
へ
き

地
校
で
す
。

子
ど
も
達
は
、
こ

れ
ま
で
環
境
教
育
の

一
環
と
し
て
ヤ
ン
バ

ル
ク
イ
ナ
の
保
護
活

動
に
取
り
組
み
、
好

物
の
ミ
ミ
ズ
を
育
て

て
い
る
う
ち
に
、
ミ

ミ
ズ
に
興
味
を
持
ち

「
森
の
落
ち
葉
や
枯
れ
枝
を
栄
養

た
っ
ぷ
り
の
土
に
変
え
、
そ
の
お

陰
で
森
の
木
た
ち
が
育
っ
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ

し
て
、
東
洋
の
ガ
ラ
パ
コ
ス
と
も
い

わ
れ
希
少
生
物
が
生
息
す
る
や
ん

ば
る
の
森
の
豊
か
さ
も
知
り
ま
し

た
。そ

ん
な
折
り
、
沖
縄
の
木
の
文
化

の
継
承
・
発
展
を
願
っ
た
「
首
里
城

古
事
の
森
づ
く
り
」
へ
の
参
加
の
誘

い
を
い
た
だ
き
植
樹
活
動
に
参
加

し
て
２
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
ヘ
ル

メ
ッ
ト
に
軍
手
、
長
靴
の
出
で
立
ち

で
苗
を
植
え
る
子
ど
も
達
の
表
情

は
生
き
生
き
し
、
「
自
分
達
が
や
っ

て
い
る
植
樹
活
動
は
、
森
を
つ
く
り
、

毎
日
使
っ
て
い
る
水
を
貯
え
、
生
き

物
を
育
て
、
将
来
、
首
里
城
の
修
復

に
使
わ
れ
る
ん
だ
」
と
、
目
的
意
識

を
し
っ
か
り
も
っ
て
お
り
自
負
心
を

見
た
思
い
で
し
た
。

環
境
教
育
は
、
実

体
験
が
最
も
大
切
で

す
。
今
、
子
ど
も
達

は
ミ
ミ
ズ
の
飼
育
体

験
を
通
し
て
森
の
木

が
育
ち
生
き
物
た
ち

が
生
息
す
る
こ
と
を

知
り
、
植
樹
体
験
を

通
し
て
木
の
文
化
と
人
々
の
暮
ら

し
、
そ
し
て
、
森
と
人
・
生
き
物
の

つ
な
が
り
を
考
え
つ
つ
「
木
を
育
て

る
」
「
森
を
つ
く
る
」
活
動
を
実
践

中
で
す
。
今
後
と
も
、
「
持
続
可
能

な
社
会
を
創
造
す
る
」
一
人
と
し
て
、

安
田
っ
子
達
が
主
体
的
に
行
動
す
る

と
と
も
に
、
活
動
の
輪
が
大
き
く
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

沖縄県立国頭村立

安田小学校 校長

辺土名清子
さ

ん

避難小屋が完成し、

神事に参列の皆さん＝大分

植樹祭に４００人が参加＝鹿児島

海岸林清掃に汗する参加者＝西都児湯

児童から感謝状がプレゼント＝大分西部



【
宮
崎
北
部
森
林
管
理
署
】
五
ヶ

瀬
町
内
４
小
学
校
の
５
年
生
を
対
象

に
、
向
坂
山
国
有
林
の
五
ヶ
瀬
ス
キ
ー

場
周
辺
で
、
森
林･

林
業
に
つ
い
て

の
「
お
届
け
講
座
」
を
実
施
。
現
地

は
標
高
１
６
０
０
㍍
も
あ
り
、
少
々

寒
い
中
で
の
講
座
で
し
た
が
、
保
育

間
伐
や
森
の
音
体
験
、
野
鳥
観
察
、

自
然
探
索
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

間
伐
体
験
は
、
初
め
て
ノ
コ
ギ
リ
を

手
に
す
る
児
童
が
大
半
で
、
息
を
切

ら
し
な
が
ら
力
一
杯
ノ
コ
ギ
リ
を
引

き
、
木
が
倒
れ
る
と
一
堂
に
「
ワ
ー
」

と
い
う
大
歓
声
が
わ
き
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
自
然
探
索
で
は
木

の
葉
や
ド
ン
グ
リ
な
ど
拾
っ
た
り
、

ミ
ズ
メ
の
木
の
匂
い
に
驚
い
た
り
す

る
な
ど
、
疲
れ
た
表
情
の
中
に
も
、

楽
し
い
一
日
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
し

た
。

【
鹿
児
島
森
林
管
理
署
】
鹿
児
島
・

北
薩
・
屋
久
島
各
署
と
、
鹿
児
島
・

加
治
木
両
労
働
基
準
監
督
署
に
よ
る

労
働
安
全
衛
生
確
保
対
策
連
絡
協
議

会
を
開
催
。
18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
桜
島
民
有
林
直
轄
治
山

の
作
業
現
場
の
視
察
と
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
た
後
、
協
議
会
を
開
催
。

協
議
会
で
は
ま
ず
各
森
林
管
理
署
か

ら
請
負
事
業
の
安
全
の
取
り
組
み
な

ど
を
説
明
。
続
い
て
労
働
基
準
監
督

署
よ
り
労
働
災
害
状
況
や
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
の
点
検
結
果
に
つ
い
て
説
明
。

ま
た
、
災
害
防
止
に
は
発
注
者
の
協

力
が
不
可
欠
で
あ
り
協
力
を
お
願
い

す
る
旨
の
話
を
受
け
ま
し
た
。
最
後

に
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
参
加

者
一
同
労
働
災
害
未
然
防
止
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
再
確
認
し
ま

し
た
。
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当
署
管
内
は
、
宮
崎
県
北
部
に
位

置
し
、
紹
介
す
る
白
岩
山
は
九
州
中

央
山
地
遺
伝
資
源
保
存
林
お
よ
び
国

定
公
園
内
の
一
角
に
あ
り
ま
す
。

山
頂
は
２
億
６
千
万
年
前
の
珊
瑚

が
固
ま
っ
た
石
灰
岩
で
、
太
平
洋
プ

レ
ー
ト
に
よ
り
押
し
上
げ
ら
れ
出
来

た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

登
山
コ
ー
ス
は
、
白
岩
山
を
経
て

宮
崎
県
椎
葉
村
に
至
る
尾
根
沿
い
の

古
道
で
「
霧
立
越
」
と
も
、
又
牛
馬

の
背
に
生
活
物
資
を
輸
送
し
た
こ
と

か
ら
「
駄
賃
付
け
の
道
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
古
く
は
平
家
の
落
人

が
椎
葉
村
に
逃
れ
る
為
に
通
っ
た
の

で
は
な
い
か
、
又
西
南
の
役
で
薩
摩

軍
が
人
吉
に
逃
れ
る
際
に
こ
の
峠
道

を
通
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

登
山
道
入
り
口
か
ら
平
成
19
年
度

６
０
０
㍍
を
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
舗
装
と

し
た
こ
と
か
ら
歩
き
易
く
な
り
、
白

岩
山
ま
で
の
所
要
時
間
は
１
時
間
弱

で
行
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

付
近
一
帯
は
、
主
に
ブ
ナ
・
ミ
ズ

ナ
ラ
の
落
葉
広
葉
樹
林
と
な
っ
て
い

ま
す
。
春
頃
は
ツ
ク
シ
コ
バ
ノ
ミ
ツ

バ
ツ
ツ
ジ
・
ベ
ニ
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
な
ど
が
見
ら
れ
ま

す
。草

本
類
で
は
ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ

ク
・
ワ
チ
ガ
イ
ソ
ウ
・
タ
ニ
ギ
キ
ョ

ウ
。
夏
頃
は
ヤ
マ
ホ
ト
ト
ギ
ス
・
ウ

チ
ョ
ウ
ラ
ン
・
ソ
バ
ナ
な
ど
四
季
折
々

の
可
憐
な
花
が
咲
き
乱
れ
ま
す
。

近
年
、
鹿
に
よ
る
被
害
が
深
刻
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
山
頂
周
辺

に
鹿
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

又
登
山
道
入
口
近
く
に
も
キ
レ
ン
ゲ

シ
ョ
ウ
マ
群
生
地
に
鹿
ネ
ッ
ト
に
よ

る
保
護
を
図
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
霧
立
越
の
自
然
を

次
の
世
代
に
残
し
て
行
く
こ
と
が
、

私
た
ち
の
使
命
で
あ
り
、
今
後
も
職

員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
崎
北
部
森
林
管
理
署

高
千
穂
森
林
事
務
所

首
席
森
林
官

池
田

稔

白岩山頂

自然探索をする児童ら＝宮崎北部

（
上
）
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

（
下
）
ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク

協議会で意見交換する参加者＝鹿児島



11
月
14
日
、
長
崎
森
林
管
理
署
管

内
島
原
市
に
お
い
て
、
九
州
各
地
の

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
９
人
の
参
加
の
下
、

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
長
崎
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
を
開
き
ま
し
た
。

晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
午
前
中
は
長

崎
署
案
内
に
よ
る
、
雲
仙
・
普
賢
岳

噴
火
災
害
跡
地
の
治
山
工
事
実
施
状

況
の
視
察
を
行
い
、
参
加
者
は
規
模

の
大
き
な
治
山
事
業
に
驚
き
の
声
を

上
げ
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
最
寄
り
の
公
民
館
に

お
い
て
、
堂
本
治
山
課
長
に
よ
る
九

州
局
管
内
の
治
山
事
業
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
た
後
、
効
果
的
な
治
山
事

業
の
Ｐ
Ｒ
法
な
ど
に
つ
い
て
モ
ニ
タ
ー

同
士
に
よ
る
意
見
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
「
今
ま
で

治
山
事
業
と
い
う
名
前
は
聞
い
た
こ

と
が
あ
っ
た
が
内
容
に
つ
い
て
は
よ

く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
理
解
が
深
ま
っ

た
。
山
の
中
で
行
っ
て
い
る
事
業
な

の
で
国
民
が
目
に
す
る
機
会
が
無
い
、

施
工
後
に
子
ど
も
た
ち
を
招
待
し
て

植
樹
を
行
う
な
ど
、
ま
た
来
た
く
な

る
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
が
率
先
し
て
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
」
な
ど
、

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
頂
い
た
意
見
や
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
治
山
事

業
の
取
り
組
み
に
生
か
し
て
参
り
ま

す
。

（
担
当
＝
企
画
調
整
室
）

【
佐
賀
森
林
管
理
署
】
10
月
８
日

の
「
木
の
日
」
に
神
埼
市
立
脊
振
小

学
校
で
５
～
６
年
生
を
対
象
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
森
林
監
視
隊
と
共
同
で
森
林

教
室
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
あ

い
に
く
の
雨
模
様
で
体
育
館
で
実
施
。

児
童
ら
は
、
森
林
の
働
き
、
森
林
の

現
状
や
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
学
ん

だ
後
、
５
班
に
分
か
れ
、
ス
ギ
と
ヒ

ノ
キ
の
丸
太
切
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

木
の
堅
さ
を
比
べ
た
り
、
丸
太
を
香
っ

た
り
、
顔
に
す
り
つ
け
て
感
触
を
感

じ
と
っ
た
り
と
児
童
ら
の
旺
盛
な
好

奇
心
に
は
驚
か
さ
れ
た
１
日
と
な
り

ま
し
た
。

【
鹿
児
島
森
林
管
理
署
】
本
格
的

な
紅
葉
が
始
ま
り
国
立
公
園
の
霧
島

連
山
も
入
林
者
が
多
く
な
る
時
期
と

な
っ
た
11
月
13
日
、
「
霧
島
連
山
向

山
植
物
盗
採
防
止
連
絡
協
議
会
」
に

よ
る
盗
採
防
止
一
斉
検
問
を
行
い
ま

し
た
。
霧
島
高
原
に
通
ず
る
４
ル
ー

ト
で
検
問
を
実
施
。
約
１
５
０
台
を

点
検
し
ま
し
た
。
職
員
手
作
り
の
カ
ー

ド
を
配
り
、
「
自
然
を
大
切
に
し
て

下
さ
い
」
と
呼
び
か
け
高
山
植
物
な

ど
の
盗
採
防
止
へ
の
理
解
を
求
め
ま

し
た
。

【
大
分
森
林
管
理
署
】
大
分
県
内

の
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
に
国
有
林
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
由

布
市
の
国
有
林
で
現
地
視
察
会
を
開

き
ま
し
た
。
当
日
は
10
人
が
参
加
し
、

く
じ
ゅ
う
風
景
林
、
活
用
型
間
伐
の

作
業
現
場
、
由
布
岳
の
治
山
現
場
を

視
察
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
当
署

職
員
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
紅
葉

の
始
ま
っ
た
風
景
林
の
散
策
を
楽
し

ん
だ
り
、
間
伐
現
場
の
ウ
イ
ン
チ
に

よ
る
集
材
、
プ
ロ
セ
ッ
サ
に
よ
る
造

材
作
業
を
見
学
。
ま
た
、
治
山
現
場

で
は
由
布
岳
の
崩
壊
の
様
子
や
治
山

ダ
ム
群
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

【
屋
久
島
森
林
管
理
署
】
「
九
州

森
林
の
日
」
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

鍋
山
国
有
林
内
に
あ
る
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ

ヨ
ウ
見
本
林
・
採
取
林
の
下
刈
り
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
、
総
勢
21
人
が
参
加
。

参
加
者
は
作
業
後
の
林
地
を
見
渡
し
、

歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
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ブロック会議に参加のモニター＝長崎県島原市

丸太切りを体験する児童＝佐賀

間伐現場を視察するモニター＝大分 盗採防止を呼びかける職員ら＝鹿児島

下刈り作業に汗する参加者＝屋久島



10
月
29
～
30
日
、
九
州
森
林
管
理

局
に
お
い
て
、
各
署
の
流
域
管
理
調

整
官
等
、
各
県
の
流
域
管
理
担
当
官
、

流
域
森
林
・
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

の
事
務
局
長
な
ど
が
出
席
し
、
「
九

州
流
域
管
理
シ
ス
テ
ム
推
進
会
議
」

（
旧

流
域
管
理
シ
ス
テ
ム
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
）
を
開
き
ま
し
た
。

第
１
日
目
は
、
①
計
画
部
長
に
よ

る
「
九
州
か
ら
始
ま
る
日
本
林
業
の

再
生
」
な
ど
の
説
明
後
、
②
本
庁
計

画
課
・
経
営
企
画
課
流
域
管
理
担
当

官
に
よ
る
「
森
林
の
流
域
管
理
シ
ス

テ
ム
の
推
進
」
「
民
国
が
連
携
し
た

流
域
管
理
シ
ス
テ
ム
の
展
開
」
、
③

署
流
域
管
理
調
整
官
等
に
よ
る
「
各

県
に
お
け
る
森
林
施
業
等
に
係
る
民
・

国
連
携
の
取
組
事
例
の
紹
介
（
発
表
）
」
、

④
県
の
流
域
管
理
担
当
官
及
び
流
域

森
林
・
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
事

務
局
長
な
ど
に
よ
る
「
各
県
に
お
け

る
流
域
管
理
に
関
す
る
取
組
事
例
の

紹
介
（
発
表
）
」
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

第
２
日
目
は
、
①
局
販
売
課
販
売

係
長
に
よ
る
「
国
有
林
に
お
け
る
安

定
供
給
シ
ス
テ
ム
販
売
の
取
組
」
に

つ
い
て
の
説
明
後
、
②
署
流
域
管
理

調
整
官
等
会
議
出
席
者
に
よ
り
「
民
・

国
連
携
の
取
組
を
、
具
体
的
に
ど
う

進
め
る
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
県
別
の
討
議
お
よ
び
意
見
発
表

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
、
今
回
の
会
議
で
は
、
『
民
・

国
連
携
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
こ
れ

ま
で
の
民
・
国
連
携
の
取
り
組
み
を

踏
ま
え
、
さ
ら
に
各
県
に
お
け
る
具

体
的
な
取
り
組
み
を
ど
う
展
開
す
る

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
活
発
な

意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

各
県
に
お
け
る
民
・
国
連
携
の
取
り

組
み
の
一
層
の
展
開
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

（
担
当
＝
計
画
課
）

【
宮
崎
森
林
管
理
署
】
綾
町
と
当

署
が
、
尾
谷
国
有
林
で
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
開
筒
セ
レ
モ
ニ
ー
式
典
を
共
同

開
催
。
カ
プ
セ
ル
は
、
１
９
８
８
年

３
月
に
旧
綾
営
林
署
の
植
樹
祭
記
念

で
、
当
時
の
綾
小
学
校
４
年
生
以
上

３
５
５
人
分
の
作
文
な
ど
壺
に
入
れ
、

埋
設
し
た
も
の
で
す
。
当
日
は
、
当

時
の
綾
営
林
署
長
や
児
童
、
綾
町
長

な
ど
関
係
者
総
勢
30
人
が
参
加
し
、

カ
プ
セ
ル
の
壺
を
堀
り
起
こ
し
開
筒
。

残
念
な
が
ら
壺
の
中
に
は
水
が
入
っ

て
お
り
、
作
文
や
写
真
な
ど
保
存
状

態
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

慎
重
に
取
り
出
し
た
絵
や
作
文
な
ど

を
眺
め
20
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
、
懐
か
し
い
思
い
出
話
に
花
が
咲

き
ま
し
た
。
ま
た
、
植
栽
し
た
ケ
ヤ

キ
、
サ
ク
ラ
も
立
派
に
生
長
し
、
大

変
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

【
鹿
児
島
森
林
管
理
署
】
鹿
児
島

市
立
広
木
小
学
校
５
年
生
１
１
６
人

を
対
象
に
、
指
宿
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
沿

い
の
福
筒
国
有
林
内
で
体
験
型
の
森

林
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
素

晴
ら
し
い
秋
晴
れ
の
下
、
児
童
ら
は

間
伐
や
枝
打
ち
、
丸
太
切
り
を
12
班

に
分
か
れ
体
験
。
「
ど
の
よ
う
な
仕

事
を
し
て
い
る
の
。
仕
事
を
し
て
い

て
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
る
時
は
？
」

な
ど
の
質
問
が
あ
る
な
ど
児
童
ら
が

森
林
・
林
業
に
興
味
を
も
て
た
森
林

教
室
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
模
様
は

鹿
児
島
読
売
テ
レ
ビ
の
夕
方
の
番
組

で
放
映
さ
れ
、
国
有
林
の
取
り
組
み

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

【
宮
崎
北
部
森
林
管
理
署
】
延
岡

中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
講
演

依
頼
が
あ
り
、
「
九
州
か
ら
始
ま
る

日
本
林
業
の
再
生
と
美
し
い
森
林
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、
中
原
署
長
が

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
延
岡

市
内
か
ら
ク
ラ
ブ
会
員
約
60
人
が
参

集
す
る
中
、
九
州
の
林
業
が
置
か
れ

て
い
る
現
状
な
ど
に
つ
い
て
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
や
資
料
を
使
っ
て
講
演
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
森
林
・
林
業

の
活
性
化
の
お
手
伝
い
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
九
州
間
伐
紙
の
使
用
が
あ
る

こ
と
も
紹
介
。
ク
ラ
ブ
会
員
は
、
九

州
の
置
か
れ
て
い
る
森
林
・
林
業
の

現
状
に
つ
い
て
、
認
識
を
深
め
た
１

日
と
な
り
ま
し
た
。

- 6 -

説明を行う計画課長＝九州森林管理局

タイムカプセルを開筒し記念撮影＝宮崎

九州の林業について学ぶ会員さん＝宮崎北部

間伐を体験する児童＝鹿児島


